
主催 日本キリスト教協議会 部落差別問題委員会 
                          新宿区西早稲田 2-3-18-24

2017 年人権文化セミナー連続講座・第３回
～東京・墨田区の被差別部落フィールドワーク～

日時　2017 年 11 月 18 日（土）午前 9 時 30 分～ 13 時　

場所　産業・教育資料室きねがわ　

   集合場所　午前 9 時 30 分 / 京成線「八広」駅・２階改札

   参加費　1000 円

　申し込み　NCC 部落差別問題委員会へ名前、所属、住所、電話、メールを明記してメールで

　　　　　　nccbdic@gmail.com へお申し込みください。また、fax は 03-6302-1920 です。

1. フィールドワーク 1　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

     9：30 関東大震災時韓国・朝鮮人殉難者追悼の碑　

　　　　　お話　西崎雅夫　（グループほうせんか）

2. 産業・教育資料室きねがわ　　　　　　　　　　　　　　 

    10：30　①主催者あいさつ　小泉嗣 （NCC 部落差別問題委員会委員長）

　　　    　 ②お話「革のまち　木下川」　

　　　　             　岩田明夫　（東京都同和教育研究協議会元会長 / 木下川資料運営委員会）

　　　    　 ③ビデオ上映「木下川の皮革工場をみるー皮を革に変える―」企画　木下川資料委員会

3. フィールドワーク 2；地域を歩く　

    11：00  ①皮革工場見学　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

    11：30  ②木下川資料室見学

　　　        ③お話　「木下川の歴史と部落解放運動」

　　　    　　　　　　部落解放同盟東京都連合会墨田支部

　　　    　 ④感想・懇談

    13：00　終了

　日本キリスト教協議会（NCC）部落差別問題委員会では 11 月 18 日、東京・墨田区の被差別部落フィールドワークを行ないます。
これは被差別部落への差別意識の原因であった人間の「と畜や皮革生産」へのゆがんだ認識（偏見）を刷新するために企画し
ています。第 1 回目・春には浅草で長吏頭・弾左衛門が江戸時代の皮役や治安、救貧・福祉・医療に果たした役割や現代社会
への貢献を学び、第 2 回目・夏には芝浦と場でと畜解体の現場の見学やと場労働者の経験から学びました。第 3 回目はと場か
ら出る原皮が革になる皮革工場や産業・教育資料室きねがわ（http://kinegawa.jp）の見学を通して皮革と私たちの暮らし、そ
して、部落差別の解消を考えます。また、関東大震災の朝鮮人虐殺についても関東大震災時韓国・朝鮮人殉難者追悼の碑を見
学し史実を学びます。第 4 回目・フィールドワーク・足尾鉱毒事件と被差別部落も 2018 年 2 月 17 日（土）に予定しています。


